
（様式－１ 表紙） 

 
 

 １ 調査名称：五泉市都市計画道路見直し計画業務  

 

 

 

 ２ 調査主体：五泉市 

 

 

 ３ 調査圏域：五泉市 

 

 

 ４ 調査期間：平成２４年度 

 

 

 ５ 調 査 費：２，８１４千円 

（総合都市交通体系調査） 

 

 ６ 調査概要： 

五泉市における都市計画道路の中には、都市計画決定から40年以上経過してい

るにもかかわらず、事業が未着手の路線が複数ある。近年、市町村合併や防災、

人口減少、少子高齢化および地球環境問題といった社会的背景や、道路特定財源

問題など、道路を取り巻く情勢が大きく変化する中で、新市となり数年が経過し

た今、効率的・効果的な都市計画道路網に見直す時期にある。 

また、長期にわたる法規制は、五泉市のまちづくりはもとより、地権者など市

民の土地の利活用にも制限を与えている。 

このような背景から、本業務は、新潟県都市計画道路見直しガイドラインに準

じ、道路交通やまちづくりの現状や将来計画を踏まえ、長期未着手の都市計画道

路について計画の継続あるいは変更の方針を明確にし、五泉市における都市計画

道路の見直し案を策定するものである。 

なお、平成24年度の業務においては、平成23年度における検討結果を受け、見

直し候補路線（案）の検証を行い、都市計画道路見直し素案を作成した。 

 

 

  

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：五泉市都市計画道路見直し計画業務 

 

 ２ 報告書目次 

 

 １ 業務の概要 

1.1 業務概要 

1.2 実施方針 

1.3 業務工程 

1.4 打合せ計画 

1.5 成果品の品質を確保するための計画 

1.6 成果品の内容・部数 

1.7 使用する主な図書および基準 

1.8 業務組織計画 

1.9 連絡体制 

1.10 使用する主な機器 

 

 ２ 都市計画道路見直し（案） 

2.1 都市計画道路見直しの基本方針 

2.2 都市計画道路見直し（案） 

 

 ３ 住民参画による検証 

  3.1 住民参画の方法の検討 

   3.1.1 住民参画の目的 

   3.1.2 住民参画の方法 

   3.1.3 住民説明会について 

 

 ４ 地域に即した道路構造の適用 

  4.1 自動車交通機能の確保 

   4.1.1 検討の目的および方針 

   4.1.2 検討条件 

   4.1.3 自動車交通機能確保の検討 

   4.1.4 都市計画道路見直し（案）の検証 

 

 



  4.2 歩行者交通機能の確保 

   4.2.1 目的 

   4.2.2 歩行者交通機能の必要性・歩道幅員の検討 

   4.2.3 検討条件 

   4.2.4 都市計画道路見直し（案）の検証 

 

  4.3 自転車交通機能の確保 

   4.3.1 目的 

   4.3.2 自転車交通の走行空間確保の必要性・幅員の検討 

   4.3.3 都市計画道路見直し（案）の検証 

 

  4.4 防災機能の確保 

   4.4.1 目的 

   4.4.2 緊急輸送道路 

   4.4.3 都市防災 

 

  4.5 他事業との整合 

 

  4.6 道路構造令の適合 

 

 ５ 関係機関との協議資料作成 

5.1 関係者機関との協議資料作成 

5.2 住民参画資料の作成 

 

 ６ 都市計画道路見直し素案作成 

 

 

【資料編】 

 

 資料１ 都市の将来像 

 資料２ 評価カルテ 

 資料３ 見直し候補路線の一覧表・位置図 

 資料４ 見直し候補路線（案）の検証結果 

 資料５ 関係機関協議資料 

 資料６ 住民説明資料 

 資料７ 打合せ簿 

資料８ 照査記録 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

           調査委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

   委員会の設置なし 

（今後の設置予定なし） 

 

 

 

 

 

五泉市都市整備課都市計画係 

エヌシーイー株式会社 

住民参画による検証 

（パブリックコメント、説明会 等） 



（様式－３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

  自動車交通機能確保の検討の目的と方針を以下に示す。 

  ○機能分類（幹線道路、補助幹線道路）や交通需要に応じた通行機能を確保するた

め、車線数や車線幅員を検討・検証する。 

  ○沿道の土地利用や施設立地状況に応じたアクセス機能を確保するため、停車帯の

必要性と幅員を検討・検証する。 

  ○積雪地域であることを踏まえ、除雪工法に応じた堆雪幅の必要性を検討・検証す

る。 

 

  歩行者交通機能確保の検討の目的と方針を示す。 

  ○歩行者と自転車は別に検討を行う。 

  ○歩行者通行空間は、市街地部の都市交通道路には必須と考えられるが、交通量や

沿道土地利用のほか、公共交通（鉄道、バス）、通学路の状況からその必要性を

確認する。 

 

  自転車通行空間について、歩行者と同様の検討条件に基づき、自動車との分離の必 

要性を検討・検証する。 

 

  防災機能の確保について、緊急輸送道路および都市防災の2つの視点から検討する。 

 

 ２ 調査フロー 
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 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

 本業務における検討結果を踏まえて、五泉市における見直し素案を作成した。 

   

  ①都市の将来像･･･五泉市都市計画マスタープラン等から、五泉市都市計画区域に

おける都市の将来像について確認した。 

 

  ⅰ 将来都市構造 

   【地域の設定】 

■市街地：五泉市街地と村松市街地（２地区） 

   【拠点の設定】  

    ■中心拠点 

     ○五泉市街地：五泉駅周辺および本町通り商店街を範囲とする地区（商業業

務機能をはじめ、教育文化、地域商業など様々な都市機能の集積と居住機

能を確保） 

     ○村松市街地：中心商店街を範囲とする地区（商業機能をはじめ教育文化、

地域商業など都市的サービス機能を維持） 

    ■副次生活拠点：商業や医療など、市民の日常生活に必要なサービス施設や業 

務施設等が立地する地区 

    ■生活拠点：地域の玄関口として、日常生活のための移動時に利用する鉄道駅 

や主要バス停留所 

    ■行政サービス拠点：市民の行政サービスの中心となる五泉市役所および村松 

支所 

   【軸の設定】 

    ■基幹都市軸：五泉市街地と村松市街地を連絡する道路 

    ■広域交流連携軸：五泉市と隣接都市・地域とを連絡する道路・鉄道 

    ■地域連携軸：五泉市内を連絡する道路 

 

 

  ⅱ 土地利用における将来像 

   ○五泉市街地および村松市街地とも、既存市街地の外郭部に市街地拡大の方針が

ある。 

   ○五泉市街地は、いずれ箇所の拡大箇所も既定の都市計画道路の周辺にある。こ

のため、市街地拡大にあわせて、既定計画のほかに新たな道路の計画は必要な

い。ただし、一部区間の幅員が12mであることから、用途地域拡大の際は幅員

の見直し（拡幅）の必要性を検討する。 

 



   ○村松市街地は、既定の都市計画道路から500m以上離れた箇所で市街地拡大の

方針がある。用途地域拡大の際は、これと併せた都市計画道路の拡大の必要性

について検討する。 

 

 

  ⅲ 道路ネットワークにおける将来像 

  【幹線道路網】 

   ■主要幹線道路 

    ○新潟県～福島県を連絡する磐越自動車道と一般国道49号 

   ■幹線道路（都市間、地域間） 

    ○五泉市街地・村松市街地と周辺の都市や地域とを連絡する道路 

   ■幹線道路（都市内、地域内） 

    ア 幹線道路（都市間、地域間）からの交通を市街地内に導入する道路 

    イ 市街地外郭部で幹線道路（都市間、地域間）を相互に連絡し、市街地各所

へ誘導する道路 

    ウ 市街地内の拠点間を連絡する道路 

  【幹線公共交通網】 

   ■鉄道 

    ○五泉市と新潟市（新潟駅、新津駅）方面あるいは会津若松方面を連絡する 

JR磐越西線 

   ■高速バス 

    ○五泉市と新潟市方面を連絡する高速バス路線（五泉・村松～新潟線） 

 

 

 

  ② 評価カルテ 

    ･･･五泉市の都市計画道路について、第1段階評価として必要性、事業可能性、

未着手理由、課題解決策、見直し結果（案）等を評価カルテとして作成し

た。（以下については各計画道路路線の見直し結果（案）を示したもの。） 

 

   3.4.2 五泉三本木線 

    （１）対象区間１：起点～(都)東南環状線 

       →変更に向けた検証に移行 

    （２）対象区間２：（都）東南環状線～（主）新津村松線（本町５） 

       →引き続き検討を行う 

    （３）対象区間３：（主）新津村松線（本町５）～（都）北五泉駅停車場線 

       →変更に向けた検証に移行 

 



 

   3.4.4 土深本町善願線 

     対象区間：起点～終点 

     →引き続き検討を行う 

   3.4.5 東南環状線 

     対象区間：起点～終点 

     →現計画のまま継続 

   3.4.6 北五泉停車場線 

     対象区間：（都）大川前船越線～終点 

     →廃止に向けた検証へ移行 

   3.5.7 大川前船越線 

     対象区間：起点～終点 

     →現計画のまま継続 

   3.5.8 五泉駅南１号線 

     対象範囲：起点～終点 

     →廃止に向けた検証へ移行 

   3.5.11 学校町春日線 

     対象範囲：起点～終点（一部改良済） 

     →現計画のまま継続 

   3.5.12 小新保線 

     対象範囲：起点～終点 

     →引き続き検討を行う 

3.5.13 石曽根番坂線 

     →現計画のまま継続 

   3.5.14 横町線 

     →変更に向けた検証へ移行 

   3.5.15 泉町線 

     →廃止に向けた検証へ移行 

   3.5.16 御堂入線 

     対象範囲：起点～終点 

     →廃止に向けた検証へ移行 

 

 

 

  ③ 見直し候補路線の一覧表、位置図 

    ･･･前述②評価カルテの見直し結果（案）より、都市計画道路の見直し候補路

線の一覧表を２案提示する。 

 



 

 

【第１案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ④見直し候補路線（案）の検証結果 

   ⅰ 将来交通量からの検討 

     ･･･将来見直しが全て完了した場合の交通量配分の結果をもとに、道路ネッ

トワークの妥当性について検証する。 

 

   【道路ネットワークの検証】 

    ●五泉市街地において、（都）大川前船越線や廃止区間である（都）北五泉停 

車場線の交通量が、（都）東南環状線や（都）五泉三本木線等の幹線道路網 

に転換している。（都）東南環状線等の幹線道路網の整備によって、通過交 

通を市街地から排除する機能が確保されていることから、これらの幹線道路 

については交通処理の面から、今後も整備が必要である。 

    ●村松市街地においては、学校町春日線が市街地における幹線道路として機能 

しており、今後も整備を図る必要がある路線である。 

    ●五泉市街地と村松市街地を結ぶ道路についても、（市）安出船越線とともに、 

（都）五泉三本木線や（都）横町線が機能しており、今後も整備が必要な 

路線である。 

    ●（市）春田新田丸山線等によって村松市街地における南北方向の道路網が 

新たに形成されており、泉町線の廃止による支障はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：百台/日 
見直し(案) 

五泉市街地へ流入す

る通過交通を処理 

五泉・村松市街地間を

連絡する幹線 

村松市街地の南北方

向の道路網を形成 

交通が集中 



ⅱ 地域の即した道路構造の検討結果 

  地域に即した道路構造の検討結果を以下に整理する。 

 

表  地域に即した道路構造の検討結果 その 1 

路線名 区間 自動車交通機能 歩行者交通機能 自転車交通機能 
緊急輸送道路網の 

確保 

消防活動困難区域の 

解消 
課題への対応等 

3.4.2 五泉三本木線 起点～ 

(都)東南環状線 

○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○見直し案の計画で機能確保に

支障はなく、機能確保に向け整

備が必要。 
－ 

○第 2 次緊急輸送

道路として指定

されており、整備

が必要である。 

○現道で既に機能を担

っている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある。 

(都)東南環状線～ 

(都)吉沢太川橋線 

▲交通ネットワーク形成上整備が

必要であるが、商業地および工

業地沿道において停車車両への

対策が必要。 
同上 

○現計画で路肩が 1.5m

以上確保されており、

現計画で支障はなく、

自転車交通機能確保

に向けて整備が必要

である。 

同上 同上 

○停車帯が不足する区間については別途滞留ス

ペースを設ける等の対応を実施することで、対

処可能であり現計画で問題はない。 

(都)吉沢太川橋線～ 

(都)北五泉停車場線 

▲見直し案のうち、第 1 案、第 2

案ともに、堆雪帯が不足してお

り、除雪工法の工夫等による対

応の検討が必要である。 

▲第 1 案に課題は無いが、第 2

案では、歩道がないため対策が

必要となる。 

－ 

▲法線変更に伴い 

停車帯が確保で

きないことから、

経路の見直しが

必要となる。 
－ 

○堆雪帯が不足する区間は、消融雪装置の設置等

の除雪工法の工夫で対応可能である。 

▲第 2 案では歩道がないが、歩行者空間として雁

木や民地を活用することで対応可能である。し

かし、活用については地域の理解を得ることが

必要となる。 

○緊急輸送道路網については東南環状線等の新

たな経路設定で対応可能である。 

3.4.4 土深本町善願線 起点～用途地域端 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○見直し案の計画で機能確保に

支障はなく、機能確保に向け整

備が必要。 

－ － 

○現道で既に機能を担

っている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある。 

用途地域端～JR磐越西

線 
同上 同上 － 

○第 2 次緊急輸送

道路として指定

されており、整備

が必要である 

同上 同上 

JR 磐越西線～ 

(都)東南環状線 

同上 同上 

○現計画で路肩が 1.5m

以上確保されており、

現計画で支障はなく、

自転車交通機能確保

に向けて整備が必要

である。 

同上 同上 同上 

(都)東南環状線 

～終点 
同上 同上 － 同上 同上 同上 

3.4.5 東南環状線 起点～終点 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○見直し案の計画で機能確保に

支障はなく、機能確保に向け整

備が必要。 

－ 

○将来緊急輸送道

路として指定が

適切である。 

－ 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある。 

3.4.6 北五泉停車場線 (都)大川前船越線～

(都)五泉三本木線 

▲見直し案のうち、第 1 案、第 2

案ともに、堆雪帯が不足してお

り、除雪工法の工夫等による対

応の検討が必要である。 

▲第 1 案に課題は無いが、第 2

案では、歩道がないため対策が

必要となる。 

－ 

▲法線変更に伴い 

停車帯が確保で

きないことから、

経路の見直しが

必要となる。 

○現道で既に機能を担

っている。 

○堆雪帯が不足する区間については、消融雪装置

の設置等の除雪工法の工夫で対応可能であり

現計画で課題はなく、今後も整備を進める必要

がある。 

▲第 2 案では歩道がないが、歩行者空間として雁

木や民地を活用することで対応可能である。し

かし、活用については地域の理解を得ることが

必要となる。 

 

(都)五泉三本木線～ 

終点 

○将来交通ネットワークから除外

される区間である。 

○廃止区間であるが、通学路に指

定されており、歩行区間確保と

する必要がある。 

－ － 同上 － 

 

 



 

表  地域に即した道路構造の検討結果  その２ 

路線名 区間 自動車交通機能 歩行者交通機能 自転車交通機能 
緊急輸送道路網の

確保 

消防活動困難区域の 

解消 
課題への対応等 

3.5.7 大川前船越線 起点～用途地域端 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○見直し案の計画で機能確保に

支障はなく、機能確保に向け整

備が必要。 

－ 

 ○現道で既に機能を担っ

ている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある。 

用途地域端～終点 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

同上 － 

 

同上 同上 

3.5.8 五泉駅南 1 号線 起点～終点 ○五泉駅南口周辺の整備に併せて

新たなネットワークが確保され

る予定であり必要性が低下して

いる。 

－ － － － － 

3.5.11 学校町春日線 起点～終点 ▲交通ネットワーク形成上整備が

必要であるが、商業地沿道にお

いて停車車両への対策が必要。 

○主に歩道幅員は1.5mで計画さ

れているが、路肩は 1.5m 確保

されていることから幅員構成

の変更等により対応が可能で

あり、歩行者空間確保に向け整

備が必要である。 

○現計画で路肩が 1.5m

以上確保されており、

現計画で支障はなく、

自転車交通機能確保

に向けて整備が必要

である。 

○第 2 次緊急輸送

道路として指定

されており、整

備が必要であ

る。 

○現道で既に機能を担っ

ている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある 

3.5.12 小新保線 起点～終点 ○将来交通ネットワークから除外

される区間である。 
－ － － － － 

3.5.13 石曽根番坂線 起点～ 

(都)学校町春日町線 

○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○主に歩道幅員は1.5mで計画さ

れているが、路肩は 1.5m 確保

されていることから、幅員構成

の変更等により対応が可能で

あり、歩行者空間確保に向け整

備が必要である。 

－ － 

○現道で既に機能を担っ

ている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある 

(都)学校町春日町線～ 

用途地域端 

○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

同上 － － 同上 同上 

用途地域端～終点 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

同上 － － 同上 同上 

3.5.14 横町線 起点～用途地域端 ○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 

○見直し案の計画で機能確保に

支障はなく、機能確保に向け整

備が必要。 － 

○第 2 次緊急輸送

道路として指定

されており、整

備が必要であ

る。 

○現道で既に機能を担っ

ている。 

○整備に当たり、現計画に課題はないため今後も

整備を進める必要がある 

用途地域端～ 

(一)新関橋田村松線 

○見直し案の計画で機能確保に支

障はなく、機能確保に向け整備

が必要。 同上 － 

○第 2 次緊急輸送

道路として指定

されており、整

備が必要であ

る。 

同上 同上 

3.5.15 泉町線 起点～終点 ○将来交通ネットワークから除外

される区間である。 
－ － － － － 

3.5.16 御堂入線 起点～終点 ○将来交通ネットワークから除外

される区間である。 
－ － － － － 

 


